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複
設
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お
け
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私
的
実
行
の
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否
と
目
的
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処
分

大
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一
　
悟

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
一
八
年
七
月
二
〇
日
判
決

①
事
件
（
平
成
一
七
年
（
受
）
第
九
四
八
号
所
有
権
確
認
請
求
事
件
）
民

集
六
〇
巻
六
号
二
四
九
九
頁
、
判
時
一
九
四
四
号
一
〇
五
頁
、
②
事
件

（
平
成
一
七
年
（
受
）
第
二
八
三
号
動
産
引
渡
請
求
事
件
）
判
時
一
九
四

四
号
一
一
一
頁

一
事
実
の
概
要

①
事
件

1
　
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
プ
リ
、
ハ
マ
チ
、
カ
ン
パ

チ
等
の
養
殖
、
加
工
、
販
売
等
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。

Y
は
、
Y
に
債
権
を
有
す
る
債
権
者
A
B
C
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

生
賛
内
の
魚
全
部
を
目
的
と
し
て
集
合
動
産
譲
渡
担
保
設
定
契
約
を
締
結

し
、
占
有
改
定
に
よ
っ
て
引
き
渡
し
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
一
二
年
六

月
三
〇
日
に
A
と
甲
漁
場
及
び
乙
漁
場
ほ
か
の
魚
全
て
を
対
象
と
し
て
、

同
年
一
二
月
七
日
に
B
と
乙
漁
場
の
魚
全
て
を
対
象
と
し
て
、
平
成
一
五

年
二
月
一
四
日
に
C
と
の
間
で
甲
漁
場
及
び
乙
漁
場
ほ
か
の
魚
全
て
を
対

象
と
し
て
上
記
契
約
を
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
た
。

2
　
Y
は
、
Ⅹ
1
と
の
問
で
、
平
成
一
五
年
四
月
三
〇
日
、
上
記
1
の
魚

の
う
ち
、
乙
漁
場
の
特
定
の
生
筆
内
の
プ
リ
に
つ
い
て
の
「
原
魚
売
買
並

び
に
飼
育
預
託
等
に
関
す
る
契
約
」
（
以
下
「
契
約
1
」
と
い
う
）
及
び

甲
漁
場
の
特
定
の
生
費
内
の
ハ
マ
チ
に
つ
い
て
の
「
養
殖
魚
売
買
契
約
」

（
以
下
「
契
約
2
」
と
い
う
）
　
の
二
つ
の
契
約
を
締
結
し
た
。

∽
　
契
約
1
の
概
略

①
Ⅹ
1
は
、
Y
か
ら
、
乙
漁
場
の
特
定
生
管
内
の
プ
リ
を
預
託
原
魚
と

し
て
買
い
受
け
、
売
買
代
金
は
Ⅹ
1
の
Y
に
対
す
る
別
途
貸
金
債
権
を
も

っ
て
充
当
し
、
対
等
額
で
相
殺
す
る
。
②
Ⅹ
1
は
、
買
い
取
っ
た
原
魚
を

Y
に
預
託
し
、
Y
は
こ
れ
を
受
託
す
る
。
預
託
期
間
は
売
買
契
約
日
よ
り

一
年
間
と
す
る
。
預
託
に
係
る
管
理
経
費
は
買
い
戻
し
の
際
に
清
算
す
る
。

Y
は
、
委
託
さ
れ
た
原
魚
を
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
と
責
任
を
も
っ
て

飼
育
及
び
管
理
を
行
う
。
③
Y
は
、
原
魚
を
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
日
か

ら
平
成
一
六
年
四
月
三
〇
日
ま
で
の
問
に
Ⅹ
1
か
ら
買
い
戻
し
、
加
工
し

た
上
で
Ⅹ
1
に
販
売
し
、
Ⅹ
．
は
こ
れ
を
量
販
店
に
販
売
す
る
。
そ
の
際
、

買
戻
代
金
は
、
量
販
店
へ
の
加
工
販
売
金
筋
と
相
殺
す
る
。
④
契
約
期
間

は
、
上
記
②
の
期
間
満
了
日
に
Ⅹ
l
所
有
の
預
託
原
魚
が
残
留
す
る
場
合
、

引
き
続
き
Ⅹ
1
の
量
販
店
へ
の
出
荷
に
合
わ
せ
て
継
続
す
る
。
た
だ
し
、

Y
に
手
形
不
渡
り
等
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
Ⅹ
l
は
、
本
件
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Y
は
、
Ⅹ
l
よ
り
現
金
に
て
預
託
原

魚
を
買
取
り
が
で
き
、
Y
が
支
払
不
可
能
な
場
合
、
Ⅹ
・
は
預
託
原
魚
を

第
三
者
に
販
売
す
る
権
利
を
有
す
る
。
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佃
　
契
約
2
の
概
略

①
Y
は
、
契
約
締
結
日
に
甲
漁
場
の
特
定
生
貴
内
の
Y
所
有
の
ハ
マ
チ

を
Ⅹ
1
に
売
却
す
る
。
（
売
買
代
金
の
支
払
方
法
、
支
払
条
件
等
に
つ
い
て

の
記
載
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
）
②
Ⅹ
1
は
、
売
却
目
的
の
た
め
、
平
成

一
五
年
七
月
三
一
日
ま
で
に
、
す
べ
て
の
ハ
マ
チ
を
生
費
か
ら
移
動
さ
せ
、

加
工
費
は
実
費
を
負
担
す
る
。
③
Y
は
、
善
管
注
意
義
務
を
も
っ
て
、
す

べ
て
の
ハ
マ
チ
が
生
賓
か
ら
移
動
す
る
ま
で
、
Ⅹ
1
に
代
わ
り
飼
育
を
行

い
、
病
気
・
盗
難
・
天
災
等
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
は
Y
の
責
任
と
す
る
。

④
Y
は
、
対
象
生
資
に
、
対
象
ハ
マ
チ
が
X
l
所
有
で
あ
る
旨
を
明
瞭
に

表
示
し
た
標
識
を
設
置
す
る
義
務
を
負
う
。

3
　
Y
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
八
月
四
日
に
民
事
再
生
手
続
が
開
始
さ

れ
た
。
Ⅹ
1
は
、
Y
に
対
し
、
本
件
各
契
約
に
基
づ
き
、
本
件
各
原
魚
の

所
有
権
を
承
継
取
得
し
た
と
し
て
、
自
己
の
当
該
魚
の
所
有
権
が
あ
る
こ

と
の
確
認
及
び
そ
の
引
渡
し
等
を
求
め
た
。

4
　
第
一
審
（
宮
崎
地
裁
日
南
支
部
平
成
一
六
年
一
月
三
〇
且
は
、
請

求
棄
却
。
「
A
が
占
有
改
定
に
よ
る
引
渡
を
受
け
た
後
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
1

が
本
件
物
件
の
所
有
権
を
取
得
す
る
た
め
に
は
…
…
即
時
取
得
す
る
し
か

な
い
」
。
Ⅹ
l
控
訴
。

5
　
控
訴
審
（
福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
平
成
一
七
年
一
月
二
八
日
）
は
、
原

判
決
を
取
り
消
し
、
Ⅹ
1
の
請
求
を
認
容
。
本
件
各
契
約
は
「
売
買
契
約

を
本
体
」
と
す
る
契
約
で
あ
る
。
設
定
者
に
は
目
的
物
売
却
に
よ
り
そ
の

所
有
権
を
第
三
者
に
確
定
的
に
移
転
取
得
さ
せ
る
′
こ
と
が
で
き
る
「
物
権

的
地
位
が
設
定
者
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
」
。
Ⅹ
1
は
Y
の
物
権
的
地
位
に

基
づ
い
て
「
本
件
物
件
の
所
有
権
を
承
継
取
得
し
た
」
。
Y
か
ら
上
告
受

理
の
申
立
て
。

②
事
件

1
　
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
①
事
件
の
被
告
と
同
じ
で

あ
る
。
Y
は
、
平
成
七
年
八
月
一
〇
日
、
D
と
の
間
で
、
甲
漁
場
に
存
す

る
生
費
内
の
Y
所
有
の
一
切
の
養
殖
魚
を
対
象
と
し
て
、
D
の
た
め
に
集

合
物
根
譲
渡
担
保
設
定
契
約
を
締
結
し
、
占
有
改
定
の
方
法
で
引
き
渡
し

た
。
さ
ら
に
、
Y
は
、
平
成
一
二
年
六
月
三
〇
日
、
A
と
の
問
で
、
甲
漁

場
及
び
乙
漁
場
に
存
す
る
生
質
内
の
Y
所
有
の
養
殖
魚
（
カ
ン
パ
チ
及
び

ハ
マ
チ
）
　
の
全
部
等
を
目
的
物
と
し
、
A
の
た
め
に
集
合
物
根
譲
渡
担
保

設
定
契
約
を
締
結
し
、
占
有
改
定
の
方
法
で
引
き
渡
し
た
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
契
約
に
際
し
、
Y
が
通
常
の
営
業
な
い
し
業
務
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
担
保
目
的
物
を
売
却
す
る
権
限
を
有
し
、
生
貴
外
に
搬
出
さ
れ
た
時

に
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
の
特
約
が
な
さ
れ
た
。

2
　
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
、
Y
は
、
Ⅹ
Z
と
の
間
で
、
乙
漁
場
特
定

生
賛
内
の
プ
リ
お
よ
び
甲
漁
場
特
定
生
筆
内
の
プ
リ
ビ
ラ
（
以
下
、
「
本

件
魚
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
原
魚
売
買
並
び
に
飼
育
預
託
等
に
関
す
る

契
約
（
以
下
、
「
⑦
事
件
契
約
」
と
い
う
）
を
締
結
し
た
。

3
　
平
成
一
五
年
八
月
四
日
、
Y
に
つ
い
て
民
事
再
生
手
続
が
開
始
さ
れ

た
。
Ⅹ
2
は
、
Y
に
対
し
、
本
件
契
約
に
よ
っ
て
本
件
魚
の
所
有
権
を
取

得
し
た
と
し
て
、
所
有
権
に
基
づ
く
引
渡
し
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

Y
は
、
本
件
魚
は
、
本
件
契
約
よ
り
先
に
A
及
び
B
の
譲
渡
担
保
の
目
的
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に
な
っ
て
い
る
の
で
、
Ⅹ
Z
が
本
件
魚
を
即
時
取
得
し
な
い
限
り
、
所
有

権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

4
　
第
一
審
（
宮
崎
地
裁
日
南
支
部
平
成
一
六
年
六
月
二
日
）
　
は
、
請

求
棄
却
（
予
備
的
請
求
と
し
て
Ⅹ
2
が
請
求
し
た
本
件
魚
の
飼
料
費
相
当

餌
に
つ
い
て
の
請
求
は
認
容
）
。
本
件
魚
は
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
集
合

物
根
譲
渡
担
保
権
の
目
的
物
で
あ
る
の
で
、
Ⅹ
2
が
所
有
権
を
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
Ⅹ
2
・
Y
双
方
よ
り
控
訴
。

5
　
控
訴
審
（
福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
九
日
）
　
は
、

原
判
決
の
う
ち
、
原
告
敗
訴
部
分
を
取
り
消
し
た
。
ま
ず
⑦
事
件
契
約
の

法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
再
売
買
類
似
の
契
約
で
あ
り
、
売
買
契
約
で
あ

る
と
し
た
。
そ
し
て
講
渡
担
保
設
定
者
の
目
的
物
た
る
商
品
売
却
権
限
は
、

こ
れ
を
制
約
す
る
約
定
が
な
い
限
り
、
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
に
お
い
て

第
三
者
に
対
し
て
売
却
す
る
権
限
を
留
保
し
て
い
る
と
し
て
、
Y
の
売
却

権
限
は
当
然
に
は
制
約
を
受
け
な
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ⅹ
2
の
本
件

魚
に
対
す
る
所
有
権
の
承
継
取
得
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
商
品
を
通
常
の

営
業
の
範
囲
内
で
売
却
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
商
品
の
所
有
権
を
第

三
者
に
確
定
的
に
移
転
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
「
目
的
物
を
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
第
三
者
に
売
却
す

る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
集
合
動
産
譲
渡
担
保
権
に
あ
っ
て
は
、
売
却

に
よ
っ
て
そ
の
所
有
権
を
第
三
者
に
確
定
的
に
移
転
取
得
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
物
権
的
地
位
が
設
定
者
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

Y
が
有
す
る
物
権
的
地
位
に
基
づ
き
、
Ⅹ
。
の
所
有
権
の
承
継
取
得
を
肯

定
し
た
。
Y
か
ら
上
告
受
理
の
申
立
て
。

二
　
判
旨

①
事
件
一
部
破
棄
自
判
、
一
部
破
棄
差
戻
し
。

1
　
プ
リ
（
契
約
1
）
　
に
つ
い
て

「
本
件
契
約
1
は
、
そ
の
目
的
物
を
上
記
債
権
（
Ⅹ
1
の
Y
に
対
す
る

既
存
の
債
権
）
　
の
担
保
と
す
る
目
的
で
締
結
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
…
…
本
件
契
約
1
の
性
質
は
、
譲
渡
担
保
契
約
と
解

す
る
」
「
重
複
し
て
譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
は
許
さ
れ
る
と
し

て
も
、
劣
後
す
る
譲
渡
担
保
に
独
自
の
私
的
実
行
の
権
限
を
認
め
た
場
合
、

先
行
す
る
譲
渡
担
保
権
者
に
は
優
先
権
を
行
使
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

ず
、
そ
の
譲
渡
担
保
は
有
名
無
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う

な
結
果
を
招
来
す
る
後
順
位
譲
渡
担
保
権
者
に
よ
る
私
的
実
行
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
Ⅹ
1
の
引
渡
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

2
　
ハ
マ
チ
　
（
契
約
2
）
　
に
つ
い
て

契
約
2
は
真
正
な
売
買
契
約
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
Ⅹ
・
が
ハ
マ
チ
の

所
有
権
を
取
得
し
た
か
ど
う
か
の
点
に
つ
き
、
「
譲
渡
担
保
設
定
者
に
は
、

そ
の
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
、
譲
渡
担
保
の
目
的
を
構
成
す
る
動
産
を

処
分
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
権
限
内
で
さ
れ
た
処
分
の
相

手
方
は
、
当
該
動
産
に
つ
い
て
、
譲
渡
担
保
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
な
く

確
定
的
に
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
本
件
で
は
、
当

該
ハ
マ
チ
が
「
譲
渡
担
保
の
目
的
で
あ
る
集
合
物
か
ら
離
脱
し
た
と
解
す

べ
き
事
情
は
な
い
か
ら
、
Ⅹ
1
が
…
…
所
有
権
を
承
継
取
得
し
た
か
ど
う
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か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
本
件
契
約
2
に
よ
る
本
件
物
件
2
の
売
却
処

分
が
Y
の
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

②
事
件
　
原
判
決
を
破
棄
、
主
位
的
請
求
に
つ
い
て
控
訴
棄
却
、
予
備
的

請
求
に
つ
い
て
原
審
へ
差
戻
し
。

「
本
件
契
約
の
性
質
は
、
譲
渡
担
保
契
約
」
と
し
て
、
Ⅹ
2
は
売
買
契

約
に
基
づ
く
所
有
権
を
取
得
で
き
る
の
で
は
な
く
、
先
に
担
保
権
を
設
定

し
た
譲
渡
担
保
債
権
者
の
優
先
権
行
使
の
機
会
を
保
護
す
る
た
め
、
Ⅹ
2

の
私
的
実
行
を
否
定
し
た
。

三
　
研
究

－
　
本
判
決
の
意
義
と
問
題
点

金
融
機
関
に
よ
る
融
資
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
不
動
産
担
保
や
人
的
担

保
（
保
証
）
を
利
用
し
た
融
資
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
民

法
改
正
（
包
括
根
保
証
の
禁
止
）
　
や
地
価
の
下
落
に
よ
る
不
動
産
担
保
余

力
の
減
少
な
ど
か
ら
、
債
権
や
動
産
を
担
保
と
し
た
融
資
の
重
要
性
は
増

し
た
。
法
的
に
は
、
債
権
譲
渡
の
第
三
者
対
抗
要
件
を
容
易
に
す
る
た
め

に
い
わ
ゆ
る
債
権
詫
渡
特
例
法
が
で
き
た
後
も
、
動
産
を
も
目
的
と
す
る

動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
債
権
や
動
産
を
担
保
と
し
た
金
融
手
法
が
今
後

（1）

は
拡
大
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

①
事
件
判
決
は
　
（
…
）
　
Ⅹ
1
Y
問
の
契
約
1
を
譲
渡
担
保
契
約
と
認
定

一
し
、
（
‥
〓
）
　
既
に
集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
動
産
に
つ

き
、
「
重
複
し
て
譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
は
許
さ
れ
る
」
と
し

て
重
複
す
る
讃
渡
担
保
の
設
定
を
肯
定
し
た
一
方
、
（
…
1
1
1
）
　
「
後
順
位
譲
渡

担
保
権
者
に
よ
る
私
的
実
行
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
重
複

し
て
譲
渡
担
保
債
権
者
に
よ
る
私
的
実
行
は
否
定
し
た
。
ま
た
、
（
．
Ⅳ
）

「
譲
渡
担
保
設
定
者
に
は
、
そ
の
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
、
譲
渡
担
保

の
目
的
を
構
成
す
る
動
産
を
処
分
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
て
」
　
い
る
と
し

た
。
な
お
、
②
事
件
高
裁
判
決
は
、
（
Ⅴ
）
前
記
（
．
Ⅳ
）
　
で
設
定
者
が
処

分
す
る
際
、
設
定
者
に
は
目
的
物
売
却
に
よ
っ
て
所
有
権
を
第
三
者
に
確

定
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
物
権
的
地
位
が
設
定
者
に
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

問
題
点
と
し
て
は
、
第
一
に
　
（
i
）
　
で
売
買
契
約
の
形
式
を
と
っ
た
契

約
を
譲
渡
担
保
契
約
と
判
断
し
た
点
、
第
二
に
　
（
‥
〓
）
　
で
先
に
譲
渡
担
保

が
設
定
さ
れ
て
い
る
目
的
物
に
重
複
し
て
譲
渡
担
保
の
設
定
を
肯
定
し
っ

つ
、
（
一
m
）
後
順
位
譲
渡
担
保
債
権
者
の
私
的
実
行
に
つ
い
て
は
否
定
し

た
点
、
第
三
に
　
（
．
Ⅳ
）
　
（
V
）
　
で
設
定
者
が
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
動
産

譲
渡
担
保
の
対
象
物
を
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
処
分
で
き
る
物
権
的
地

位
が
あ
る
と
判
断
し
た
点
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
今
後
の
類
似
取
引
の
た
め
に
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
件
の

目
的
物
は
集
合
動
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
集
合
動
産
を
目
的
物

と
し
た
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
不
動
産
や
債
権
等

に
つ
い
て
の
判
例
や
学
説
は
、
そ
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
参
照
す
る
こ
と

と
し
た
い
。
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2
　
学
説
と
判
例
の
整
理

の
　
売
買
契
約
の
形
式
の
契
約
を
譲
渡
担
保
契
約
と
判
断
し
た
点
に
つ
い
て

契
約
1
は
売
買
契
約
の
形
式
で
あ
る
が
、
本
判
決
で
は
契
約
時
に
は
目

的
物
の
占
有
移
転
は
実
際
に
は
行
わ
れ
ず
、
売
買
代
金
を
Y
が
Ⅹ
1
に
対

し
て
負
担
し
て
い
た
別
個
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
Ⅹ
1
の
Y
に
対
す
る
債
権
の
保
全
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
担
保
契
約
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
。

従
来
か
ら
譲
渡
担
保
に
関
す
る
判
例
は
不
動
産
を
対
象
と
し
た
も
の
が

（2）
多
く
、
学
説
で
は
不
動
産
の
場
合
に
は
担
保
目
的
が
明
確
、
あ
る
い
は
貸

付
債
権
の
存
在
、
買
戻
特
約
・
清
算
特
約
の
有
無
、
債
務
者
に
占
有
が
あ

（2）

る
点
な
ど
に
よ
っ
て
契
約
の
性
質
を
決
定
す
る
と
の
見
解
が
あ
り
、
最
判

平
成
一
八
年
二
月
七
日
（
民
集
六
〇
巻
二
号
四
八
〇
頁
）
　
は
不
動
産
の
売

主
に
占
有
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
買
戻
特
約
付
売
買
契
約
を
譲
渡
担
保
契

約
と
認
定
し
て
い
る
。
動
産
に
つ
い
て
は
、
「
訣
渡
担
保
設
定
契
約
」
　
の

（
－
）

形
式
を
取
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
登
記
の
関
係
で
売
買
契
約
の

形
式
を
取
る
必
要
の
あ
る
不
動
産
と
異
な
り
、
養
殖
魚
の
場
合
、
魚
が
小

さ
い
う
ち
に
購
入
し
て
お
き
、
販
売
す
る
時
ま
で
売
主
に
預
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
だ
し
、
契
約
1
で
は
、
買
戻
代
金
債
権
と
加
工

代
金
債
権
の
相
殺
を
行
う
こ
と
は
、
譲
渡
担
保
で
利
用
さ
れ
る
買
戻
し
と

（5）

は
性
質
が
異
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
Y
が
目
的
物
を
買
戻
形
式
で
利
用
で
き
、
支
払
不

能
と
な
っ
た
場
合
に
は
Ⅹ
1
の
売
却
が
予
定
さ
れ
、
Ⅹ
l
と
し
て
も
保
全
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
件
判
決
は
妥
当
で
あ
る
と
の
考
え
方

（6）

が
あ
る
。
一
方
、
本
件
判
決
に
よ
る
と
、
動
産
譲
渡
担
保
で
あ
る
と
認
定

さ
れ
れ
ば
、
先
に
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
譲
渡
担
保
権
が
あ
る
以
上
、
Ⅹ

1
に
よ
る
私
的
実
行
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
Ⅹ
1
は
、
本
件
目
的

物
に
先
に
譲
渡
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
善
意
の
者
に
も
私
的
実
行
が
認
め
ら

れ
な
い
と
な
る
と
、
動
産
を
担
保
に
取
り
づ
ら
く
な
り
、
実
務
に
支
障
が

（7）

生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
事
者
間

で
売
買
契
約
を
締
結
す
る
場
合
で
も
、
売
主
に
反
対
債
権
を
有
し
て
お
り
、

事
実
上
の
担
保
設
定
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
本
件
の
よ
う
に
詔
渡
担
保

契
約
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
売
買
契
約
と
認
定
さ
れ

た
場
合
で
も
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
」
外
と
み
な
さ
れ
る
対
象
物
に
つ
い（8）

て
は
、
所
有
権
取
得
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
判
決
は
「
買
戻
特
約
付
売
買
」
で
あ
る
契
約
1
に
つ
い
て
、

一
律
に
譲
渡
担
保
と
認
定
し
て
お
り
、
法
的
安
定
性
や
当
事
者
の
予
測
可
（9）

能
性
の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ
る
。

㈹
　
重
複
す
る
譲
渡
担
保
の
設
定
を
肯
定
し
っ
つ
、
私
的
実
行
を
否
定
し

た
点
に
つ
い
て

重
複
設
定
に
つ
き
、
本
件
は
甲
漁
場
の
魚
に
対
し
て
A
C
X
l
が
、
乙

漁
場
の
魚
に
対
し
て
A
B
C
X
l
が
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
担
保
契
約
を
締
結
し

た
事
例
で
あ
る
が
、
「
重
複
し
て
」
設
定
す
る
こ
と
の
可
否
が
争
わ
れ
た

の
は
Ⅹ
1
と
A
C
あ
る
い
は
A
B
C
の
関
係
で
あ
り
、
以
下
で
は
そ
の
範

囲
で
整
理
す
る
。

従
来
の
学
説
に
よ
る
と
、
一
般
動
産
を
目
的
と
し
た
場
合
、
所
有
権
的
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構
成
か
ら
は
二
重
の
譲
渡
担
保
設
定
は
理
論
的
に
あ
り
え
な
い
が
、
担
保

（10）

権
的
構
成
か
ら
は
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
当
事
者
の
権
利
内
容

が
契
約
に
委
ね
ら
れ
る
譲
渡
担
保
で
は
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
後
の

債
権
的
請
求
権
が
観
念
で
き
る
以
上
、
引
渡
請
求
の
可
否
は
必
ず
し
も
韻

渡
担
保
の
法
的
構
成
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
所
有
権
的
構

、〓、

成
を
採
用
し
て
も
重
複
設
定
を
肯
定
し
う
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
判
例

（
最
判
昭
和
四
一
年
四
月
二
八
日
民
集
二
〇
巻
四
号
九
〇
〇
頁
）
は
、
訣

渡
担
保
債
権
者
が
所
有
権
を
主
張
し
て
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
た
こ
と
か
ら
「
「
担
保
的
構
成
」
を
採
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
て
い

（12）る
。
本
件
で
は
、
担
保
権
設
定
を
肯
定
し
た
こ
と
か
ら
、
判
例
は
担
保
的

（13）

構
成
を
採
用
し
た
と
の
見
解
や
、
譲
受
人
が
所
有
権
を
承
継
取
得
す
る
可

能
性
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
所
有
権
の
価
値
的
な
分
属
を
認
め

（国）

た
か
、
あ
る
い
は
担
保
的
構
成
を
採
用
し
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
な
お
、

重
複
設
定
を
認
め
た
場
合
、
実
行
時
に
先
順
位
の
譲
渡
担
保
債
権
者
か
ら

適
正
な
配
当
分
配
が
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
の
指

（15）

柄
が
あ
る
。

私
的
実
行
に
つ
き
、
学
説
は
第
三
者
異
議
訴
訟
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

（16）

理
由
に
肯
定
す
る
も
の
が
あ
り
、
否
定
し
た
場
合
に
は
劣
後
す
る
譲
渡
担

〈17）

保
債
権
者
の
有
す
る
具
体
的
権
利
が
明
ら
か
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

判
例
（
最
決
平
成
二
年
五
月
一
七
日
民
集
五
三
巻
五
号
八
六
三
頁
）
と

し
て
は
、
動
産
譲
渡
担
保
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
と
し
て
、
転
売
さ
れ
た

目
的
物
の
売
買
代
金
債
権
の
差
押
を
肯
定
し
た
も
の
が
あ
る
。
本
件
に
つ

い
て
は
、
後
順
位
担
保
債
権
者
の
私
的
実
行
を
認
め
て
も
、
上
記
最
決
と

同
様
、
先
行
す
る
讃
渡
担
保
債
権
者
は
優
先
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

（
I
8
）

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ⅹ
1
は
先
順
位
担
保

債
権
者
に
対
し
て
優
先
権
が
な
い
以
上
、
結
論
と
し
て
私
的
実
行
を
否
定

（19）

し
た
こ
と
は
安
当
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

㈱
　
設
定
者
が
対
抗
要
件
を
具
備
し
た
動
産
譲
渡
担
保
の
目
的
物
を
通
常

の
営
業
の
範
囲
内
で
処
分
で
き
る
物
権
的
地
位
が
あ
る
と
し
た
点
に

つ
い
て

設
定
者
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
特
定
動
産
譲
渡
担
保
の
場
合
、
設

（20）

定
者
は
日
的
動
産
を
処
分
で
き
な
い
の
が
原
則
と
さ
れ
る
が
、
集
合
動
産

譲
渡
担
保
の
場
合
、
債
権
者
は
動
産
類
を
特
定
場
所
と
い
う
枠
で
支
配
す

（21）

る
こ
と
に
な
り
、
目
的
物
の
処
分
の
可
否
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
前
提
と

し
て
所
有
権
が
債
権
者
に
移
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
営
業
の
範
囲
内
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
買
受
入
に
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
所
有
権
の
移
転
の
肯
否
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。

所
有
権
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
担
保
目
的
内
で
所
有
権
の
移
転
を
肯
定

し
、
所
有
権
の
権
能
が
両
者
に
分
属
す
る
　
（
但
し
、
「
分
属
」
　
の
意
味
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
）
と
す
る
説
、
所
有
権
移
転
を
否
定
し
、
設
定

者
に
所
有
権
が
残
り
、
譲
渡
担
保
債
権
者
は
動
産
抵
当
権
を
取
得
す
る
と

（22）

す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
処
分
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
集
合
物
利
用
の
一
形

（23）

態
と
し
て
、
個
別
動
産
を
自
己
物
と
し
て
処
分
で
き
る
と
す
る
説
、
合
意

（24）

に
よ
っ
て
処
分
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。
判

例
と
し
て
は
、
最
判
昭
和
五
七
年
九
月
二
八
日
（
判
例
時
報
一
〇
六
二
号

八
一
頁
）
　
が
「
所
有
権
移
転
の
効
力
は
債
権
担
保
の
目
的
と
す
る
の
に
必
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要
な
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
目
的
物
の
完
全
な
所

有
権
を
回
復
す
る
権
利
が
あ
る
と
し
、
不
法
占
拠
者
に
対
し
て
目
的
物
返

還
請
求
権
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
が
、
処
分
権
限
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

お
ら
ず
、
処
分
権
限
に
つ
い
て
言
及
し
た
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
件

に
つ
い
て
は
、
設
定
者
に
処
分
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

設
定
者
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
て
も
第
三
者
は
所
有
権
を
取
得
で
き
な
い

（25）

と
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
設
定
者
の
物

権
的
地
位
か
ら
処
分
を
肯
定
し
た
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
で
処
分
を
肯
定

（26）

す
る
契
約
条
項
は
例
示
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
見
解
も
あ
る
。

通
常
の
営
業
の
範
囲
内
に
限
っ
て
処
分
を
肯
定
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
効
力
が
個
々
の
目
的
物
に
及
ぶ
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
の
か
、
担
保
の
目
的
は
あ
く
ま
で
集
合
物
自
体
で

あ
り
、
個
々
の
動
産
に
つ
い
て
は
目
的
物
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
の
か
、

（27）

判
例
の
立
場
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
肯
定
す
る
場
合
の
欠
点
と
し
て
は
、

集
合
物
の
一
部
の
み
が
重
な
る
よ
う
な
場
合
、
同
じ
集
合
物
と
し
て
ひ
と

く
く
り
に
解
す
る
の
は
集
合
物
概
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

（28）

の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
本

件
判
決
（
特
に
①
事
件
よ
り
先
に
判
示
さ
れ
た
②
事
件
の
高
裁
判
決
）
は

重
要
な
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て

（29）

は
肯
定
的
な
見
解
も
あ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
設
定
者
の
処
分
権
に

（30）

物
権
的
効
力
を
認
め
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
当
事
者
間
で
売

買
代
金
を
既
存
の
債
務
の
弁
済
に
充
当
す
る
特
約
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合

（31）

に
ま
で
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
の
指
摘
や
全
部
を
処
分
し

（32）

た
場
合
に
は
範
囲
外
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
結
果
と

し
て
、
新
た
な
買
受
入
が
所
有
権
を
承
継
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

（
3
っ
J
）

「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
そ
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
担
保
債
権
者
の
優
先
弁
済
権

侵
害
目
的
、
倒
産
間
際
の
運
転
資
金
確
保
の
た
め
の
投
売
り
、
無
償
譲
渡
、

反
対
債
権
を
有
す
る
買
主
が
支
払
不
能
間
近
に
売
買
し
た
よ
う
な
場
合
が

（朗）

例
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
で
は
範
囲
内
の
処
分
で
あ
っ
て
も
、

集
合
物
か
ら
の
維
脱
が
な
い
場
合
の
新
た
な
買
主
に
は
物
権
取
得
が
一
切

否
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
重
複
設
定
の
可
否
と
の
問
題

（35）

と
の
関
係
で
曖
昧
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

2
　
検
討

の
　
売
買
契
約
の
形
式
の
契
約
を
譲
渡
担
保
契
約
と
判
断
し
た
点

本
件
で
は
、
①
事
件
の
契
約
1
　
（
形
式
は
売
買
契
約
）
と
②
事
件
の
契

約
（
再
売
買
が
予
定
さ
れ
て
い
る
売
買
契
約
）
　
は
譲
渡
担
保
契
約
と
し
、

①
事
件
の
契
約
2
は
売
買
契
約
と
認
定
さ
れ
た
。
両
契
約
の
主
要
な
相
違

点
は
、
買
受
入
に
清
算
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
の
点
で
あ
る
。

本
件
で
の
相
違
点
は
、
①
事
件
の
契
約
1
は
Y
が
Ⅹ
．
に
有
す
る
貸
金

債
権
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
②

事
件
の
契
約
で
は
Y
が
本
件
魚
に
関
す
る
飼
料
代
債
権
で
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
一
方
、
①
事
件
の
契
約
2
は
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
処
分
で
あ
る

と
の
理
由
で
真
正
売
買
契
約
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
金
を
Y
の

既
存
の
債
権
（
貸
金
債
権
等
）
　
の
弁
済
に
充
当
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
実

（36）

質
的
に
は
契
約
1
と
変
わ
ら
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
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譲
渡
担
保
と
認
定
す
る
場
合
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
、
不
動
産

の
場
合
に
基
準
と
し
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
貸
付
債
椎
の
有
無
、
買
戻

（37）

特
約
、
清
算
特
約
、
債
務
者
の
占
有
の
有
無
な
ど
を
集
合
動
産
の
場
合
に

も
通
用
で
き
る
と
考
え
る
。
目
的
物
が
不
動
産
か
動
産
、
あ
る
い
は
集
合

動
産
か
の
違
い
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
事
者
間
で
目
的
物
を

担
保
と
し
て
使
用
し
、
弁
済
後
に
は
目
的
物
を
元
の
状
態
に
戻
す
、
つ
ま

り
完
全
な
所
有
権
を
戻
す
と
の
目
的
が
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
当
事
者
間
の
取
引
を
総
合
的
に
判
断
し

て
結
論
を
導
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
本
件
か
ら
は
、
Ⅹ
・
に
は
他
に
債
権
が
あ
っ
た
こ
と
や
本
件

売
買
契
約
締
結
の
約
三
か
月
後
に
Y
に
民
事
再
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
事
実
上
は
代
物
弁
済
に
近
い
取
引
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
た
だ
、
そ
う
だ
と
し
て
も
の
事
件
の
契
約
2
に
つ
い
て
は
売
買
契

約
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
概
に
貸
付
債
権
が
あ
る
等
の
理
由
で

①
事
件
の
契
約
1
が
譲
渡
担
保
契
約
と
の
認
定
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
切

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
Ⅹ
1
Y
問
に
貸
金
契
約
が
あ
る
こ
と
だ
け

に
着
目
す
れ
ば
、
両
契
約
と
も
に
譲
渡
担
保
契
約
と
認
定
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
と
こ
ろ
、
契
約
1
と
契
約
2
で
異
な
る
判
断
が
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
契
約
内
容
を
具
体
的
に
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

契
約
1
で
は
、
買
戻
特
約
（
契
約
書
で
は
「
売
戻
し
」
と
さ
れ
て
い
る
）

が
あ
っ
た
が
、
契
約
2
の
場
合
は
売
切
り
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
相
違
点

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
契
約
2
に
よ
っ
て
も
、
目
的
物
は
即
座

に
Ⅹ
1
に
現
実
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
（
…
）
買
戻
特

約
な
ど
が
な
く
、
（
‥
〓
）
契
約
日
か
ら
四
か
月
以
内
に
全
て
移
動
さ
せ
る

契
約
で
あ
り
、
目
的
物
が
大
量
の
魚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
先
へ
の
納

期
も
考
慮
す
る
と
一
定
期
間
は
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
契
約

2
を
譲
渡
担
保
契
約
と
認
定
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
合
理
的
な
理
由

が
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

確
か
に
、
不
動
産
が
目
的
物
と
な
っ
た
前
掲
最
判
平
成
一
八
年
二
月
七

日
で
は
、
目
的
物
の
占
有
移
転
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
講
渡
担
保
の
認
定

を
し
た
　
（
判
決
文
で
は
目
的
物
の
占
有
移
転
が
な
い
こ
と
は
「
債
権
担
保

の
目
的
…
…
と
推
認
さ
れ
、
そ
の
性
質
は
譲
渡
担
保
契
約
と
解
す
る
」
と

し
て
い
る
。
）
　
と
も
思
え
る
が
、
上
記
基
準
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

常
に
譲
渡
担
保
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
本
件

で
の
目
的
物
が
集
合
動
産
で
あ
る
こ
と
、
対
象
が
養
殖
魚
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
結
論
に
相
違
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
や

む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

佃
　
重
複
す
る
譲
渡
担
保
の
設
定
を
肯
定
し
っ
つ
、
私
的
実
行
を
否
定
し

た
点

本
件
で
は
後
順
位
譲
渡
担
保
債
権
者
の
私
的
実
行
に
つ
き
、
そ
れ
を
許

す
と
先
順
位
讃
渡
担
保
債
権
者
の
権
利
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
否
定

し
て
い
る
。
こ
の
点
、
私
的
実
行
に
つ
い
て
は
対
内
効
の
問
題
と
し
て
捉

え
る
の
か
、
効
力
を
第
三
者
に
も
対
抗
で
き
る
か
ど
う
か
の
対
外
効
の
問

義
）

題
と
す
る
か
で
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
件
で
は
そ
の

前
提
は
明
ら
か
で
な
く
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

確
か
に
、
後
順
位
譲
渡
担
保
債
権
者
も
、
そ
の
債
権
保
全
の
必
要
性
が
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あ
り
、
取
引
上
も
複
数
の
譲
渡
担
保
設
定
を
認
め
る
こ
と
は
設
定
者
と
し

て
も
資
金
調
達
・
動
産
利
用
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
先
順
位

担
保
債
権
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
内
で
は
、
そ
の
譲
渡
担
保
債
権
者

の
私
的
実
行
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
う
し
な
い
と
後
順
位
譲
渡
担
保

権
を
認
め
る
意
味
が
な
く
な
る
の
で
、
そ
の
必
要
性
か
ら
肯
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
肯
定
し
た
と
し
て
も
、
先
順
位
譲
渡
担
保
債
権

者
、
設
定
者
の
利
益
を
害
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

し
か
し
、
本
件
で
は
先
順
位
譲
渡
担
保
権
者
の
保
護
が
図
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
を
理
由
に
Ⅹ
1
に
よ
る
私
的
実
行
を
否
屈
し
た
（
判
決
は
「
私
的
実

行
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
が
、
そ
れ
が
Y
に
対
し
て
実
行

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
か
、
対
第
三
者
に
対
し
て
対
抗
で
き

な
い
と
す
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
）
結
論
は
妥
当
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

判
例
で
は
占
有
改
定
に
よ
っ
て
対
抗
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
直
ち
に
完
全
な
対
抗
力
を
認
め
て
よ
い
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は

疑
問
が
残
る
。

学
説
は
肯
定
説
と
否
定
説
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
不
動
産
抵
当
権
の
場

合
に
は
後
順
位
抵
当
権
者
の
実
行
が
認
め
ら
れ
る
　
（
た
だ
し
、
あ
く
ま
で

裁
判
手
続
き
に
よ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
制
度
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
本
件
と
は
前
提
が
異
な
る
）
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
と
、

集
合
動
産
の
譲
渡
担
保
の
場
合
に
も
肯
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
確
か
に
、

否
定
説
の
主
張
す
る
よ
う
に
優
先
す
る
権
利
者
の
保
護
も
必
要
で
あ
る

が
、
そ
の
手
続
が
整
備
さ
れ
れ
ば
問
題
は
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
原
則
と
し
て
手
続
に
関
す
る
法
的
整
備
や
判
例
法
理
が
整
う
ま

で
の
間
は
、
本
判
決
の
言
及
す
る
通
り
、
後
順
位
者
の
私
的
実
行
は
現
実

に
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
順
位
者
の
存
在
が
不
明
の
場
合
な
ど

で
は
実
行
が
先
に
行
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
先
順

位
者
は
自
己
が
先
順
位
で
あ
る
こ
と
を
主
張
立
証
す
る
こ
と
で
、
実
行
を

し
た
後
順
位
者
に
対
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求
を
行
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
え
ず
、
先
順
位
者
の
保
全
確
保
が
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、
「
同

こ
目
的
物
の
同
一
と
は
、
厳
密
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
、
具
体

的
に
明
ら
か
で
な
い
と
の
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
部
は
先
に
譲
渡
担

保
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
物
で
、
一
部
は
対
象
外
の
物
を
新
た
に
譲
渡
担

保
と
し
た
場
合
、
そ
の
重
複
し
て
い
な
い
部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
問

（39）

題
が
残
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
重
複
す
る
部

分
に
限
っ
て
本
件
の
判
決
の
射
程
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、

重
複
部
分
に
つ
い
て
は
私
的
実
行
で
き
な
い
と
す
る
の
が
論
理
的
で
あ
る

が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
対
象
外
の
部
分
の
み
を
実
行
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

当
事
者
は
そ
の
区
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

軸
　
設
定
者
が
目
的
物
を
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
処
分
で
き
る
と
し
た
点

上
記
物
で
は
、
担
保
債
権
者
の
実
行
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
こ

こ
で
は
設
定
者
に
よ
る
処
分
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
際
、

設
定
者
に
処
分
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
権
限
が
あ
る
の

か
、
処
分
権
限
が
あ
る
と
し
て
も
ど
の
範
囲
で
処
分
が
認
め
ら
れ
る
の
か

に
つ
き
、
最
初
に
処
分
権
限
の
有
無
と
そ
の
性
質
を
、
次
に
そ
の
範
囲
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

設
定
者
の
処
分
権
限
の
可
否
に
つ
き
、
②
事
件
原
審
判
決
は
、
譲
渡
担
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保
権
の
負
担
の
つ
い
た
状
態
で
あ
っ
て
も
所
有
権
自
体
の
移
転
は
可
能
で

あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
が
、
結
論
は
安
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
譲
渡

担
保
契
約
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
所
有
権
が
確
定
的
に
譲
渡
担
保

債
権
者
に
移
転
し
た
と
は
解
さ
れ
な
い
以
上
、
当
該
目
的
物
の
譲
受
人
は
、

設
定
者
と
の
売
買
に
よ
っ
て
も
所
有
権
を
取
得
で
き
な
い
と
す
る
こ
と

は
、
取
引
の
安
全
上
も
無
理
が
あ
り
、
一
方
、
担
保
権
の
負
担
を
そ
の
ま

ま
存
続
さ
せ
る
こ
と
で
先
に
担
保
椎
を
設
定
し
た
譲
渡
担
保
債
権
者
と
の

利
害
の
調
整
も
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
処
分
権
限
の
性
質
は
②
事
件
高
裁
及
び
最
高
裁
判
決
は
、

「
所
有
権
を
第
三
者
に
確
定
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
物

権
的
地
位
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
物

権
的
」
と
は
所
有
権
の
一
部
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
設
定
者
か
ら
目
的
物
を
買
い
受
け
た
者
は
、

そ
の
　
「
物
権
的
地
位
に
基
づ
い
て
所
有
権
を
承
継
取
得
」
す
る
と
本
件
判

決
は
判
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

処
分
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
両
事
件
と
も
「
通
常
の
営
業
の
範
囲

内
」
　
で
認
め
た
　
（
厳
密
に
は
、
②
事
件
最
高
裁
は
「
（
設
定
者
に
）
　
ゆ
だ

ね
ら
れ
た
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
　
で
は
な
い
と
し
た
）
。
そ
こ
で
、
設

定
者
に
は
そ
も
そ
も
譲
渡
担
保
契
約
に
よ
っ
て
所
有
権
が
残
る
の
か
残
ら

な
い
の
か
が
前
提
と
し
て
問
題
に
な
る
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

こ
こ
で
所
有
権
の
効
力
と
し
て
の
使
用
・
収
益
・
処
分
の
権
限
に
つ
き
、

分
析
し
て
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
使
用
・
収
益
に
つ
い
て
は
権
限
が
残
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
譲
渡
担
保
の
そ
も
そ
も
の
役
割
が

使
用
・
収
益
を
設
定
者
に
残
す
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
残
る
処
分
の
権
限
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
が
、
処
分
権
限
は
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
ず
、
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
　
で
譲
渡
担
保
債
権
者
か

ら
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
設
定
者
に
処
分
権
限
が
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」

と
の
留
保
は
必
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
本
判
決
も
そ
の
よ
う
に
解
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
事
件
最
高
裁
判
決
が
「
（
設

走
者
に
）
　
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
処
分
」
　
（
傍
線
は
筆

者
に
よ
る
）
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
範
囲
内
か
ど
う
か
で
譲
受
人
に
所
有
権

が
移
転
す
る
か
ど
う
か
の
結
論
も
分
か
れ
る
。

ま
ず
、
処
分
が
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
場
合
は
、
設
定
者
に
処
分
権

限
を
認
め
た
以
上
、
そ
の
処
分
に
よ
り
、
目
的
物
の
集
合
物
か
ら
の
離
脱

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
譲
受
人
に
は
譲
渡
担
保
の
負
担
の

な
い
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
範
囲
を
超
え
た
処
分
を
行
っ
た
場
合
、
譲
受
人
（
処
分
の
相
手

方
）
　
よ
り
も
先
順
位
抵
当
権
者
が
優
先
す
る
こ
と
と
な
る
。

確
か
に
、
取
引
の
安
全
の
観
点
か
ら
は
韻
受
入
を
保
護
す
る
必
要
性
も

あ
る
が
、
譲
渡
担
保
を
利
用
す
る
必
要
性
が
高
い
以
上
、
譲
渡
担
保
債
権

者
に
〓
疋
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
債
務
者
（
設
定
者
）

の
信
用
状
況
等
の
管
理
を
強
く
要
求
す
る
こ
と
は
実
務
上
、
雉
し
い
。
債

務
者
の
財
務
状
況
・
資
金
繰
り
等
の
把
握
は
、
通
常
の
債
権
者
に
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
譲
受
人
は
即
時
取
得
（
民
法
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一
九
二
条
）
　
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
時
取
得
の
成
立
に

は
譲
受
人
に
善
意
無
過
失
が
要
求
さ
れ
る
が
、
譲
渡
担
保
債
権
者
の
保
護

の
観
点
か
ら
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
取
引
上
の
慣
習

等
か
ら
、
当
該
目
的
物
に
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
推

測
・
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
く
、
譲
受
人
に
善
意
無
過
失
を
要

求
し
て
も
酷
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
」
か
ど
う
か
の
判
断
が
当
事
者

間
の
紛
争
を
解
決
す
る
上
で
の
最
大
の
争
点
と
な
り
、
そ
の
認
定
次
第
で

結
論
が
異
な
る
た
め
、
予
見
可
能
性
に
欠
け
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
う
す

る
こ
と
で
当
事
者
間
の
利
害
の
調
整
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
し
、
そ

も
そ
も
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
か
ど
う
か
で
争
わ
れ
る
場
合
は
そ
の
範
囲

を
超
え
た
場
合
や
処
分
の
相
手
方
が
悪
意
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
判
決
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
。

㈹
　
今
後
の
課
題

本
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
既
に
評
釈
が
複
数
出
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ

か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
四
点
に
つ

い
て
、
以
下
で
整
理
し
た
い
。

第
一
に
、
①
事
件
判
決
は
、
「
通
常
の
営
業
の
範
囲
を
超
え
る
売
却
処

分
を
し
た
場
合
…
・
・
（
目
的
物
が
）
集
合
物
か
ら
離
脱
し
た
と
認
め
ら
れ

な
い
限
り
、
当
該
処
分
の
相
手
方
は
目
的
物
の
所
有
権
を
承
継
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
原
審
に
差
戻
し
を
し
て
い
る
。
こ
の
差
戻
理

由
の
解
釈
に
つ
い
て
、
讃
渡
担
保
設
定
契
約
に
よ
り
所
有
権
が
設
定
者
に

処
分
権
限
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
そ
の
解
釈
の
仕
方
が
異
な

っ
て
く
る
。
ま
ず
、
所
有
権
が
譲
渡
担
保
債
権
者
に
移
ら
な
い
、
つ
ま
り

（40）

設
定
者
に
処
分
権
限
が
残
る
と
考
え
る
と
、
差
戻
し
理
由
に
つ
い
て
も
、

設
定
者
に
処
分
権
限
が
あ
る
の
で
所
有
権
は
当
然
に
買
受
入
に
移
転
し
、

通
常
の
営
業
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
い
わ
ゆ
る
譲
渡
担
保
権
の
負
担
の
な
い

所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
差
戻
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
処
分
権
限
は
譲
渡
担
保

債
権
者
に
移
り
、
設
定
者
に
は
「
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
範
囲
」
　
（
傍
線
は
筆
者

に
よ
る
）
　
で
の
み
処
分
権
限
が
残
る
　
（
あ
る
い
は
授
権
さ
れ
る
）
と
考
え

る
と
、
通
常
の
営
業
の
範
囲
外
の
処
分
の
場
合
に
は
、
処
分
権
限
が
な
い（41）

者
か
ら
の
買
受
入
に
は
当
然
に
は
所
有
権
は
移
転
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

私
見
と
し
て
は
、
①
事
件
判
決
が
「
範
囲
を
超
え
る
売
却
処
分
を
し
た
場

合
…
…
処
分
の
相
手
方
は
目
的
物
の
所
有
権
を
承
継
取
得
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
、
畑
で
言
及
し
た
通
り
、
本
判
決
は
後
者
の

．
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
に
、
譲
渡
担
保
の
重
複
設
定
と
処
分
に
つ
き
、
本
件
は
先
に
設
定

さ
れ
た
目
的
物
の
一
部
に
重
複
設
定
が
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
目
的
物

の
一
部
が
重
な
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
本
件
判
決
の
射
程
が
及

ぶ
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
の
場
合
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い

て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
　
（
前
注
3
9
）
。
私
見
と
し
て
は
、
重
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
本
件
判
決
の
射
程
が
及
ぶ
と
し
て
も
、
重
な
ら
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
譲
渡
担
保
債
権
者
の
実
行
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
目
的
物
の
境
界
が
不
明
瞭
な
場
合
の
問
題
は
残
る
。

第
三
に
、
設
定
者
に
売
却
権
限
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
本
件
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の
よ
う
な
場
合
に
は
、
対
象
と
な
る
集
合
動
産
の
概
念
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
集
合
動
産
概
念
と
関
連
し
て
、
目
的
物
が
流
動
的

で
あ
る
場
合
、
集
合
物
の
概
念
を
担
保
価
値
と
し
て
の
枠
で
捉
え
る
考
え

（42）方
や
目
的
物
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
売
却
権
限
か
ら
み
て
営
業
循
環
動

（43）

産
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
、
浮
動
担
保
的

（44〕

な
発
想
を
採
用
す
べ
き
と
の
指
摘
な
ど
が
あ
り
、
集
合
動
産
概
念
に
つ
い

て
の
明
確
化
も
課
題
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
本
判
決
に
基
づ
く
考
え
方
に
よ
る
と
、
動
産
譲
渡
担
保
債
権

者
は
、
債
務
者
の
信
用
状
態
を
注
視
し
っ
つ
目
的
物
を
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
本
件
動
産
の
よ
う
に
搬
出
が
容
易
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
い
ざ
担
保
目
的
物
を
差
押
え
て
自
己
の
債
権
の
保
全
を
図
ろ
う

と
い
う
時
に
は
、
既
に
目
的
物
が
搬
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
に
な
る
危
険

が
高
ま
る
。
そ
う
す
る
と
既
存
の
譲
渡
担
保
債
権
者
の
権
利
は
弱
く
な
ら

ざ
る
を
得
ず
、
債
権
者
に
は
不
動
産
を
担
保
と
す
る
場
合
以
上
に
債
務
者

の
信
用
状
況
や
担
保
目
的
物
の
品
質
・
数
量
の
管
理
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
設
定
者
は
自
己
の
財
務
情
報
の
開
示
に
難
色
を
示

す
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
債
権
者
は
目
的
物
処
分
後
の
補
充
が

約
束
通
り
履
行
さ
れ
て
い
る
か
、
目
的
物
の
質
の
低
下
が
生
じ
て
い
な
い

か
等
の
点
に
つ
い
て
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
ど
の
程
度

の
頻
度
で
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
等
、
個
別
の
事
案
に
よ
っ
て
要
求

さ
れ
る
対
応
が
異
な
る
た
め
、
対
処
が
難
し
い
面
が
あ
る
。
ま
た
、
債
権

者
に
過
度
の
管
理
を
要
求
す
る
と
な
る
と
葉
合
動
産
の
譲
渡
担
保
利
用
に

支
障
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
り
、
債
権
者
の
管
理
権
限
・
義
務
の
範
囲
の
明

確
化
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

結
局
、
債
権
者
に
過
度
の
債
務
者
管
理
を
要
求
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
動
産
を
担
保
と
し
た
資
金
調
達
に
も
支
障
を
来
す
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
ひ
い
て
は
債
権
者
債
務
者
双
方
に
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
今
後
の
類
似
の
裁
判
例
に
注
目
し
た
い
。

（
1
）
　
動
産
誘
波
担
保
に
関
す
る
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
つ
き
、
座
談
会
「
動

産
・
債
権
讃
渡
担
保
に
お
け
る
公
示
制
度
の
整
備
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八

三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
　
八
頁
以
下
。
動
産
譲
渡
登
記
の
更
な
る
活
用
に
つ

き
、
宗
野
有
美
子
・
渡
部
書
俊
「
最
近
に
お
け
る
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記

制
度
の
動
向
に
つ
い
て
」
民
事
法
情
報
二
四
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇

頁
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
は
動
産
担
保
融
資
の
普
及
推
進
の
た
め
、
平
成

一
九
年
六
月
に
A
ロ
L
協
会
（
A
B
L
＝
A
s
s
e
t
U
a
s
n
d
L
e
n
d
i
n
g
と
は
、
動

産
・
債
権
担
保
融
資
の
恵
。
）
　
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
て
お
り
、

今
後
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
　
（
経
済
産
業
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
。

（
2
）
　
米
倉
明
「
譲
渡
担
保
」
　
（
弘
文
堂
、
一
九
七
八
年
）
九
頁
。

（
3
）
　
鳥
谷
部
茂
「
不
働
産
譲
渡
担
保
の
認
定
と
効
力
」
N
B
L
八
四
九
号

（
二
〇
〇
七
年
）
　
二
五
頁
。

（
4
）
　
近
江
幸
治
r
民
法
講
義
Ⅲ
担
保
物
権
第
二
版
補
訂
」
　
（
成
文
堂
、
二
〇

〇
七
年
）
　
三
一
一
頁
。

（
5
）
　
田
高
窓
敢
「
集
合
物
担
保
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
二
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）

八
一
頁
。

（
6
）
　
丸
山
絵
美
子
「
集
合
動
産
訣
渡
担
保
設
定
者
に
よ
る
目
的
動
産
の
売
買
」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
二
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
一
九
頁
。
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（
7
）
　
池
辺
吉
博
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
と
通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
処
分
」

N
B
L
八
四
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
　
六
頁
。

（
8
）
　
花
井
正
志
「
集
合
動
産
註
渡
担
保
権
の
設
定
者
と
の
売
買
契
約
に
基
づ

く
目
的
動
産
の
売
却
の
有
効
性
を
否
定
し
た
事
例
」
銀
行
法
務
2
1
六
六
四

号
（
二
〇
〇
六
年
）
　
二
七
頁
。

（
9
）
　
渡
部
晃
「
集
合
動
産
隷
渡
担
保
契
約
の
目
的
動
産
に
つ
い
て
の
債
務
者

（
誘
渡
担
保
設
定
者
）
　
の
処
分
行
為
と
相
手
方
（
日
的
動
産
の
讃
受
入
）

の
承
継
取
得
の
可
否
（
上
）
」
金
融
法
務
事
情
一
七
九
四
号
（
二
〇
〇
七

年
）
　
四
一
頁
。

（
1
0
）
　
近
江
・
前
掲
三
一
七
頁
。

（
1
1
）
　
古
積
健
三
郎
「
判
例
批
評
」
民
商
法
雑
誌
一
三
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
七

年
）
　
三
二
頁
。

（
1
2
）
、
渡
部
晃
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
契
約
の
日
的
動
産
に
つ
い
て
の
債
務
者

（
講
渡
担
保
設
定
者
）
　
の
処
分
行
為
と
相
手
方
（
目
的
動
産
の
譲
受
人
）

の
承
継
取
得
の
可
否
（
下
）
」
金
融
法
務
事
惰
一
七
九
五
号
（
二
〇
〇
七

年
）
　
五
六
頁
注
2
1
参
照
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
担
保
的

構
成
」
と
は
、
所
有
権
が
担
保
の
負
担
の
つ
い
た
形
で
担
保
権
者
に
移
転

し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
か
、
所
有
権
が
移
転
し
な
い
担
保
的
構
成
を

前
提
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
1
3
）
　
渡
部
こ
前
掲
（
1
2
）
　
五
六
頁
。

（
1
4
）
　
千
葉
恵
美
子
「
判
例
評
論
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
五
号
（
二
〇
〇

七
年
）
　
二
一
頁
。

（
1
5
）
　
小
山
泰
史
「
同
一
の
動
産
に
複
数
の
流
動
集
合
動
産
譲
渡
担
保
が
設
定

さ
れ
て
い
る
場
合
の
後
順
位
韻
渡
担
保
権
者
に
よ
る
私
的
実
行
の
可
否
」

法
学
教
室
三
一
八
号
別
冊
（
二
〇
〇
七
年
）
　
二
二
頁
。

（
1
6
）
　
渡
部
・
前
掲
（
1
2
）
　
五
六
頁
。

（
け
）
　
遺
垣
内
弘
人
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
論
の
新
段
階
」
金
融
商
事
判
例
一

二
四
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
、
武
川
幸
嗣
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
の

競
合
お
よ
び
対
第
三
者
効
力
」
受
験
新
報
六
七
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一

九
頁
。

（
1
8
）
　
渡
部
こ
別
掲
（
1
2
）
　
五
六
頁
。

（
1
9
）
　
千
葉
恵
美
子
「
集
合
動
産
詞
波
担
保
設
定
者
に
よ
る
目
的
動
産
の
処
分
」

ジ
ユ
リ
ス
ト
一
三
三
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
　
七
七
頁
。

（
2
0
）
　
近
江
・
前
掲
三
一
七
頁
。

（
2
1
）
　
近
江
・
前
掲
三
一
九
頁
。

（
型
′
米
倉
・
前
掲
一
四
頁
、
吉
田
真
澄
「
集
合
動
産
の
譲
渡
担
保
（
1
1
・
完
）
」

N
B
L
二
四
七
号
二
九
八
一
年
）
　
四
七
頁
。

（
鬱
　
道
垣
内
弘
人
「
担
保
物
権
法
第
二
版
」
　
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
　
三

三
三
頁
。
ま
た
、
上
記
（
2
2
）
の
吉
田
説
か
ろ
も
同
様
の
結
論
と
な
る
。

千
乗
恵
美
子
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
効
力
（
1
）
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七

五
六
号
（
一
九
九
一
年
）
　
四
四
頁
も
同
旨
。

（
2
4
）
　
古
積
健
三
郎
「
r
流
動
動
産
譲
渡
担
保
」
　
に
関
す
る
理
論
的
考
察

（
二
・
完
）
」
法
学
論
叢
二
二
三
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
）
　
六
八
頁
。

（
n
r
望
　
角
紀
代
恵
「
葉
合
動
産
講
波
担
保
に
供
さ
れ
た
動
産
に
つ
い
て
、
設
定

者
と
の
売
買
契
約
に
よ
っ
て
買
主
が
有
効
に
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と

さ
れ
た
事
例
」
金
融
法
務
事
惰
一
七
四
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
　
五
六
頁
。

（
型
　
小
山
泰
史
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
権
の
設
定
者
が
第
三
者
に
対
し
て
し

た
目
的
動
産
の
売
却
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
銀
行
法
務
2
1
六
六

〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
　
七
二
頁
。

（
2
7
）
　
千
葉
・
前
掲
（
2
3
）
　
三
六
頁
。
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（
n
n
望
　
田
村
耕
一
「
動
産
譲
渡
担
保
の
重
複
設
定
、
劣
後
譲
渡
担
保
権
者
に
よ

る
実
行
及
び
設
定
者
に
よ
る
目
的
物
の
処
分
」
熊
本
法
学
第
一
一
二
号

（
二
〇
〇
七
年
）
一
二
四
頁
。

33　32　3130　29

古
積
・
前
掲
三
三
、
四
〇
頁
。

千
葉
・
前
掲
（
1
9
）
　
七
七
頁
。

古
稽
・
前
掲
三
四
頁
。

田
高
・
前
掲
八
二
頁
。

片
山
直
也
「
民
法
演
習
」
法
学
教
室
三
一
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇

七
頁
。

（
3
4
）
　
渡
部
博
巳
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
権
設
定
者
の
担
保
目
的
処
分
と
そ
の

効
力
」
N
B
L
八
六
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
　
二
六
頁
。

（
3
5
）
　
丸
山
・
前
掲
一
一
九
頁
。

（
3
6
）
　
古
積
・
前
掲
三
四
頁
で
は
、
事
実
上
の
代
物
弁
済
の
よ
う
な
場
合
に
ま

で
真
正
売
買
と
の
認
定
は
で
き
な
い
と
し
、
花
井
・
前
掲
二
七
頁
も
同
旨

か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
3
7
）
　
鳥
谷
部
こ
別
掲
二
六
頁
。

（
墾
　
鳥
谷
部
茂
「
非
典
型
担
保
の
検
討
方
法
」
潮
見
任
男
ほ
か
福
r
民
法
学

の
軌
跡
と
展
望
」
　
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）
　
三
三
二
頁
以
下
で
、

私
的
実
行
の
意
味
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
方
が
異
な
る
と
の

指
摘
が
あ
り
、
「
単
な
る
担
保
の
合
意
及
び
優
先
弁
済
の
特
約
は
、
第
三

者
効
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
近
江
・
前
掲
二
九
九
頁
で

は
、
私
的
実
行
は
対
内
的
効
力
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
同
様
の
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
し
て
詣
波
担
保
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
　
（
近
江
幸
治
「
担
保
物

権
法
新
版
補
正
版
」
　
（
弘
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
一
五
七
頁
）
。

（
3
9
）
　
田
村
・
前
掲
一
二
四
頁
。

（
4
0
）
　
富
田
・
前
掲
四
七
頁
は
適
正
処
分
の
場
合
に
は
原
則
と
し
て
譲
渡
担
保

債
権
者
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
第
三
取
得
者
に
対
し
て
は
権
利
主
張

で
き
な
く
な
る
と
す
る
。
千
葉
・
前
掲
（
2
3
）
も
同
旨
。

（
4
1
）
　
田
高
教
授
は
、
前
掲
八
四
頁
で
、
そ
の
場
合
に
は
担
保
権
の
追
及
効
を

認
め
る
余
地
が
あ
る
点
に
言
及
し
、
権
限
を
超
え
た
処
分
に
つ
い
て
は
転

売
代
金
に
物
上
代
位
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
と
の
小
山
泰
史
教
授
の
論

文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
事
件
高
教
判
決
に
つ
い
て
、
角
教
授

は
、
前
掲
五
六
頁
で
、
所
有
権
は
担
保
権
者
に
移
転
す
る
と
の
考
え
方
に

立
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

（
堂
　
伊
藤
進
「
権
利
移
転
型
担
保
諭
し
（
信
山
杜
、
一
九
九
五
年
）
八
二
頁
。

（
4
3
）
　
宮
川
不
可
止
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
目
的
物
の
買
主
と
譲
渡
担
保
権

者
間
に
お
け
る
帰
趨
」
金
融
法
務
事
情
一
七
五
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
　
三

五
頁
。

（
4
4
）
　
田
村
・
前
掲
l
二
七
頁
。




